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一神経化学文献一一

凡例
1) *印はこの号に，その雑誌から拾い出した神経化学文献表題がのっていることを示し

ます。

2 )右側の巻(号)は，その雑誌のその巻(号)について目を通してしらべたことを示しますι

従って右側に巻(号)が記載きれていながら*印のないものは，神経化学文献が見当ら

なかったことを示すわけです。
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一神経化学研究施設の紹介一(3)
Division of Molecular Biology 

Department of Pecdiatrics. University of Texas. 

Medical Branch， Galueston， Texas. U. S. A 

University of TexasのMedical Branch 

のあるGalvestonはTexasの沿摩より約2マイ

ル南のMexico湾上に浮ぶGalveston島にある。

この島は長き30マイルと幅安?イルの小きなも

ので，本土との聞は 2つのハイウェイをもった

長橋とフェリー・ボートとによって結ぼれてい

る。 Galvestonは一名portand playground 

of the southwest とも呼ばれているように，

アメリカ南部における最古の大きな港の一つが

あり，さらに美しい遠浅の砂洲をもった海岸が

島の港とは反対側にひらけている。この海岸は

景色がい‘上気温は年中温暖なため，一年の半

分以上が海水浴客でにぎわう。こうした条件の

ためと，中央から離れているためか，大学一般

の空気はきわめてのんびりしている。あくせく

しないところが長所でもあり，短所でもある。

アメリカ北部にみられるような研究にたいする

激しい競争といったものがないので，やはり物

足りない点は否定出来ない。

Division of Molecular Biologyに属する

研究室はChildrenHospitalの4階の 3室と低

温実験室および3階の事務所兼図書室とからな

っている。ボスのDr.RappoportはColifornia

のBerkeleyて許PhDをとり， Houston (Texas) 

のBaylorUniversityで、赤血球へのRadiation

の影響等の研空をしていた生化学者で，その頃

の仕事はRadiationResearchに多く論文が出

ている。しかし当時から神経化学に興味をもっ

ていたそうで， J. Neurochem (1960. Vol 6， 

pp21-27. )と Comp.Biochem， Physiol， (19 

61. Vol 4， pp33-41.) に神経化学に関する

論文が出ている。彼がこ冶のMedical Branch 

に移ってきたのは196u年で，その頃インドから

の留学生であったDr.Murphyを共同研究者と
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して，本格的に神経化学に取り組むようになっ

たようである。Dr.Rappoportは非常に活液で

エネルギッシュなタイプの人で，典型的なアメ

リカの学者という感じがぴったりする。理論的

に物を考えるよれむしろ仮説を展開する方が

得意なようで，時々，研究員との聞で実験上で

激しいディスカッションを好み，自分の説に無

批判なのを好まない。 Dr.Murphyは現在Cana

daのQuebecのLaval University， Deparι 

ment of Biochemistyに移っていて，脳の蛋

白生合成の仕事を続けている。理在のスタッフ

はRichardR. Fritz (Research Associate) 

Hatim F. Daginawala (インド留学生で大学院

学生)Phil C. Maxy (大学院学生)， Jerry 

Myers (大学院学生)と GlendaG. Sommers 

(研究補助員)と私 (ResearchAssociate) 

の6人であって，こじんまりしたものである。

そのうちFritzと私とが蛋白合成の仕事， Dag-

inawalaが核酸代謝の仕事をそれぞれ受持って

いる。他の 3人は私達の助手をつとめたり，

Dr. Rappoportと一緒に仕事をしたりで，はっ

きりした研究の分担はない。

この研究室で今迄研究されてきたものは，

Biochemistry of the developing rat brain 

のseriesとして， Biochim， Biophys， A cta 

(I -VI)に出ているように，脳の発育期につ

いての核， m ito -c hondria， microsome と

ribosome等の subcellular1 evel での酵素の

分布や蛋白合成と核酸代謝に関するものが主で

ある。以下大別してその内容を紹介する。

(A) M itochondriaに関する研究

ラッテ脳のmitochondria における最も著し

い特長はisocitrateの酸化である。この酸化反

応は二つの各独立したpathwayによって酸化さ



れている。一つはNADとNADH2のoxidase 

系によるものであり，もう一つはNADPとN

ADPH.系によるものとであることが見出され

た。 Neonateのmitochondriaにおいては， iso-

citrateのをがNADのpathway を経て酸化さ

れ，残りは NADPのpathwayを経て酸化され

るに過ぎない。一方Adultにおいては isoci-

trateの酸化は両方のpathwayで等しくおこなわ

れることが判明した。

〔主要論文〕

(l)Neonatal mitochondria oxidations.M.R V. 

MUl'phy and D. A. Rappoport Biochim， 

Biophys， Acta， 74(1963)51-59. 

(2)Mitochondrial oxidation of citrate and 

i串ocitrateand associated phosphorylat-

ion. M. R. V. Murphy and D. A. Rappoport 

Biochim. Biophys， Acta， 74( 1963) 328-

339. 

(3)Effect of nicotinamide on brain and 

liuer mitochondria 

M. R. V. Murphy and D. A. Rappoport 

Biochim， Biophys， Acta， 78( 1963) 71一76

(B)核に関する研究

ラッテ脳の細胞核の分離に関する新しい方法

が見出された。 TritonXー100を用いて， neon-

ate rat brainかん，形態学的にも，生化学的に

も精製した核を分離し得た。さらに 1MTris 

でその核膜を破り，核抽出液の酵素分布が検討

された。その結果， glycolytic euzyme， ade-

nylate kinase， ATPase， adlenosine， mono-

とpolyphosphatase，NADP，isocitric dehy-

drogenaseとmalicdehydrogenase等の存在が

たしかめられた。現在この調製法を用いて，脳

の細胞核内の各種RNA代謝やそれ等のRNA

が蛋白合成におよぽす刺戟効果等について検討

を力日えている。

〔主要論文〕

Soluble enzyme in isolated neonatal 

brain nuclei 

D. A. Rappoport， R. R. Fritz and A. 

Moraczewski， Biochim， Biophys， 

Aca， 74(1963)42ー50.

( C) Microsome ribosomeとその蛋白生合成

に関する研究

現在この研究室で最も活溌に研究が進められ

ている。 K+イオンの高濃度と Bentonite(RNase 

-inhibitor)とを用いてribosomeを大量に精製

することに成功した。このribosomeは高いア

ミノ酸取り込み能を示し，電顕的には28mμの

直径を有し，沈降係数61S， 88 S ， 123 Sと 163

Sの粒子であった。一方発育期において，ラッテ

脳から調製したmicrosomeとpH5enzymeの量

はneonateから120日さらにそれ以後まで一定で

変らなかったが，アミノ酸とり込み能は発育と

ともに減少していく傾向が認められた。さらに

発育各期群から調製されたribosome と各種発

育期のpH5enzymeとを組合わせた実験では，

蛋白合成は出生後30日まで高率を示すが，その

後908まで急激な下降を示した。発育期におけ

る脳の蛋白合成に影響を与えるこれ等細胞質内

の各種因子を決定するためじ実験が進められて

いる。これ等の因子はmessenger R N Aのご

ときものかもわからない。そこで核よりのRN

Aとmicrosomeのそれとが検討を加えられ，蛋

白生合成におよぽす効果について，ある程度の

成果が得られつ、ある。またこの問題は転移R

NAとribosome系との結合の点からも検討さ

れている。

〔主要論文〕

I.Cell司 freeincorporation of Lー(1-

"C) leucine into microsomal protein. 

M. R. V. Murphy and D. A. Rappoport 

Biochim， Biophys， Acta， 95(1965) 121-

131. 

2. Preparation and properties of ribosom-

es. M. R. V. Murphy and D. A. Rappoport 

Biochim， Biophys， Acta， 95(1965) 132-

145. 

3. Developmental changls in particulate 

rat brain protein. 

1拘



D. A. Rappoport and R. R. Fritz 

Proceeding of the xm Annual colloqu-
ium. Brugge， Belgium， Protides of the 

Biological Fluids， ed H. Peeters， EIs-

evier Publishing Company. Amsterdam， 

1965 (in press) 

(D)各種嘆賞刺戟によるCatfish (なまずの

一種)脳の核酸，蛋白質およびその他のNucl-

eotide代謝におよぽす変化と E.E.Gとの関係

についての研究。

これはH臭覚刺戟によってcat fish 脳のE.E. 

G. patternが大きく影響を受け，その変化があ

る期間持続するという興味ある現象から始めら

れたものである。現在この刺戟である程度脳の

細胞核RNAの境基組成に変化が起る可能性を

示唆する実験結果が得られているが，その刺戟

に特異的なものかどうか決定出来ない段階であ

る。今後の発展が期待される。特にHyden等や

Flexner等によって発展された記憶の仮説とも

関連して興味ある所である。

設備

分離用スピンコ L型超遠心機 3台

冷凍遠心機(高速 1台

インターナショナル遠心機 3台

シンチレーション・カウンター 1台

ガス・フロー・カウンタ 2台

Beckmann分光光度計 2台

フラクション・コレクタ 3台

ミクロ天秤 2台

以上がこの研究室に附属する主な設備である。

この研究室は名前の示すごとし脳の分子生

物学関係の仕事が中心で，最近特に著しい発展

を示した核酸代謝や蛋白合成等を対象としてい

る。しかし神経化学をはじめて，まだ日が浅い

ため，今迄の研究はや、もすれば新しい方法の

解析に急で，神経系の機能と直結しない点が多

々あったことは否定出来ないように思われる。

現在はこうした点も反省されユニークな仮説と

新しい方法を織り込んだ神経系の生化学的研究

に発展していくようである。 2，3年後には，小

児科のResearchIaboratoryも完成する見込み

なので，現在の少いスペースの問題も大幅に改

善されることであろう。

1965年10月
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ス
Neurosciences Research Program (NRP) Work Session “Brain and Nerve Protei ns 

Functional Correlates" 1965年 6月28日.29日 NRPCenter， Brookline， Mass.， U. S. A. 

についての報告。

標題の会がDr.E O. Sclumitt， Dr. p. E Dav-

ison の司会で催きれました。 同席した塚田

教授の御命令と「神経化九の編集をされてい

る永田先生の御要望に従い、この会で行はれた

討議の内容を述べる心算ですが、 Mansieht 

w as man weissに加うるに言葉の障碍が会の特

徴である旺んな自由討議について行けなかった

ことを恐れ、各演者の最近の関連文献を併記し

ました。 NRRこついては本誌Vo4.No.lに詳述

きれてあります。(プログラムは章末記します。)

なおプログラムにあります様に27日夜、座長

Schmittの、会に関する説明の後、 Katchals-

ky が、神経伝導、興奮の2つの生理現象を、

被瀧流神経センイを用いたTasaki等の実験を

基にして、理論的にこの神経膜が蛋白ーイオン

(Ca*)ーリポ蚤自の3屑からなるよとで説明

しました。港流によりaxoplasmaが完全に除か

れるかという質問に対し、 5%位は残るが非常

に薄い膜があるという返答でした。

28日Schmittは上記の題で、更に細かく章を

分け 1. Developmental Prr:elsses， TI. M司

yelination. lll. Bioelectr. Processes; 1. A-

xonolgyy，2. Synatfolgyy，3. Somatolgyy N. 

Psychuological Paramefers (e. g. memory， 

learning etc.)の各々について述べ、特に匝を

詳述した。即ちunitmembraneの酸性の“ele-

ctrogenic protein"とリピド層の聞にCaイオ

ンが入札蛋白の構造の変化を来たし、 Na，

K+ イオンを通り易くするという模型を考えて

いる。(1図)

出ι止一明場組

新潟大学・医学部・脳研

f左武 明

ne.ur百filamentは附状蛋白が polymerize し

て線維或は管状に長〈配列したもので、蛋白は

酸性蛋白であって塩基性のtrimsmittersub. 

の運搬に役立つであらうことを示唆した。又

neuronは互に沢山のsynapsisで連絡し、実に、

無数に近い沢山の網をつくっていると考えられ

例えば記憶の現象に於ては1つの網のみが撰択

的に作動すると考えるが、この撰択の機作は抗

原抗体反応、の特異性に似ておりpostsynaptic

membranlはimmunosite にキ目当するものがあ

るのではないかと考える。以上の様に自らの実

験と他人のものを基にしてたてた推論ですが、

神経の興奮伝導の本態を蛋白質の化学的及ぴ物

理化学的性質で説明しようという魅力のある綜

説であります

次いでMoore，Levine， Stengel， Edelman 

(McClure)の4人が脳可溶性蛋白の抽出、性質

分布機能について述べました。 Mooreは動物の

種類に無関係に、神経組織のみに(筋に極く少

しある以外は)広〈存在する所謂S-100蛋自の

抽出精製法、脳局所内含量、分子量、アミノ酸

組成について述べ、 microcomPlementary

fxation法により網膜では第8層のganglion

cell Iayerに多く含まれると推論した。(最近の

話しでは、 HydenはS-100蛋白はglia性のもの

と証明した由であるJ (参考文献:B. W. Mo-
ore， Biochem. BiophYs. Res. Com. 19， (1965j 

739-744;B. W. Moore 4 D.McGregor， J. 

BioI. Chem. 240， (1965)， 1647)Levineは補体

結合反応、による蛋白質の微量(1μg) 同定に際し

ての反応条件(温度、イオン、 SH化合物、 E

DTA) について述べた。 Stenzelは彼の兎ri-

bosome， microsome蛋白合成系の一般的性質に
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ついて述べた。この系はC14-leucineを/bv‘た

場合110，OOOg60分上清に標識蛋自の指 (micro-

some系)-括(ribosome系)が遊離され、更に

この15%が前述Mooreの S-100蛋白に対する抗

体と共沈する。尚sucrosegradient centri-

fugationからpolysomeの存在を推定した。(参

考文献:A. L. Rubin & K. H. Stenzel. Pr-

oc. Nat. Acad. Sci. 53， (1965)，963-968) 

McClure (Edelman) は脳抽出蛋自のstar-

ch geト及びimmunoelectroplhorsis について

述べた。

Huneeus-CoxとLubin主kaがraxonal prote-

inについて述べた。 Huneeus-Coxはチリー産

巨大イカ、巨大神経線維からの axoplasma:分離

蛋白の精製及び得られた球状蛋白の化学的、物

理化学的性質を述べた。グルタミン酸に富み、

先にSchmittが述べたneurofilamcntを構成す

る球状蛋白に相当する。 axoplasmaはdiscel-

ectrophoresi sで15本の蛋白の線を示し、 im-

munoelectrophoresisで6-8本の線を示す。こ

のantiaxoplasmaantibodiesを、 axoplamaを

流し出した后のaxonの中に流してやるとrest-

ing potentialは残るがactionpotenti alが消失

する結果を示した。こ、で問題になるのは、

antiaxoPlasma anti bodiesは、先にKatchal-

kyの話で問題となった残存せるaxoplasma蛋白

に働くのではなかろうかということであろう。

(参考文献 Huneeus-Cox，F.， Science， 143， 

1036-1037) Lubinskaはneuronに於てperikar-

gon部の長さに比しaxOnの長きがとてつもなく

大きいことを模型で示しながらaxoplasmic

streamingについて綜説した。神経線維切断両端

への酵素 (AchE)や頼粒成分の蓄積等から、細

胞体からaxon末端へ向う流れの他にその逆の方

向の流れがあることを述べた。尚これ等の流れ

にはエネルギーを必要とする。(参考文献:1..，

Lubinska， progress in Brain Research，13 

(1964 )、 1・71， ed. by M. Singer & J. P. Sch-

ade， EIsevier， Amsterdam) 0 Wengerは神経組

織発育因子 (nervegrowth facto r)と発育中に

顕われて来る抗原性蛋白について述べた。発育

因子はbetninと異なり糖を含まず、又、脳メタ

ノール・クロロホルム可溶蛋白と抗原抗体反応

を示すのはFS抗体であると言う。(参考文献:

D.よ McCallion& J. C. Tro銑， J. Embryol， 

Ep. Morph. 12， (1964)，511-516; H. P. Fried-

man & S. S. Wenger ibid.，13，(1965)，35-43)o 

佐武は神経組織に於ける蛋白質生合成研究の問

題点を挙げ、その一つである神経細胞と腰細胞

の蛋白合成に於ける活性のちがいを知る目的で

行った白鼠大脳皮質からの神経細胞体分離の方

法と、腹腔に注入したC14アミノ酸のこの細胞

蛋白への取り込みが、皮質蛋白へのそれの約2

倍も高いことを述べた。塚田は家兎摘出網膜を

光刺戟したものと暗順応せしめたものでの核酸

へのp32の取り込みを、細胞質、核両分割につ

いてメチル化アルブミン、藤糖密度勾配法を

用いてそのRNA分割についてのべ、 更に核

RNA各塩基への取り込みを較べた。塩基につ

いては次の様な差を見出している。

A G C U 

光刺戟 23 26 22 28 

暗順応 20 21 z9 30 

第二日目の1solation and Characterization 

of Proteins from Vertebrate Brains (座長

Folch-Pi) は第一日目 Rubin座長のSoluble 

Proteins from Vertebrate Brains: Isola-

tion， Characterzation， Localization， and Int-

erpretation of Functionで主題となったM-

ooreの S-100蛋白以外の脳蛋白について述べら

れた。 Folch-PiはEwaJd&Kuhneに始まるne-

urokeratin研究から現在迄のProteolipd化学構

造、脳組織内分布に関する研究並びに生合成研

究の現況と彼の考えを述べた。現在の彼の考え

ではproteolipdsは脳からmethanol-chlorof-

ormで抽出され、色々の方法で更に精製分劃さ

れる。松本等の方法 (旺 Matsumotoet. al. 

J. Neurochem.， 11. (1964)829・838)やTann-

enbaum (1965未発表)等のものは lipid含量

が非常に少なく蛋白含量は95-99%も占め、有
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機溶蝶への易容性を、旧〈彼の考えた、蛋白の

棋をlipidの殻が包む放という説明を棄てて、構

成アミノ酸中non-polarのものが多い為と説明

し更に松本等により分劃されたproteolipid の

各分劃のアミノ酸組成は皆等しいと強調した。

尚、 proteolipid含量はmyelinationと平行して

増加するが、アミノ酸組成は年令と無関係であ

ると言う。 proteolipid生合成についてSokol-

off等の粗mitochondia-RNase系 (C.Klee& L. 

Sokoloff， Proc. Natl. Acad. Sci.， 53， (1965)， 

1014-1021)をあげ、microsomeではなくてmi-

tochondriaで作られることを述べた。又my-

elinとrvoteolipidの関係ではAutiIio等の論

文(L.A. Autilio e taI..J.Neurwochem.，ll，( 19 

64}17 -27)を挙げた。 Kiesは各種動物脳から

の脳炎惹起塩基性蛋白 (basicencephal. toge-

nic protein)の抽出法、特にmyelinからの抽出

法とこの蛋白の性質、単一性について述べた。

精製蛋白はli'でモルモットを発症せしめ、

starch gel法で1本の太い線と他に数本の細

い線を顕わす。又myelinの脂質と特異的に結合す

る性質があり、熱、アルカリ及ひや酸に対し失活

しない。Folchi-Piとの聞にお互のproteolipid，

basic proteinのmyelin蛋白及び白質蛋白との

関係(抽出分劃法も含めて)について活滋な討

論が行はれた。(参考文献:J. Folch-Pi， B-

rain proteolipids in Brain Lipids and Li-

proteins， and the Leucodystrophies， ed by 

Folchpi & Bauer， 1963， Elsevier， Amsterd-

am， pp18 -30; E. B. Thompson &旺 W.Kies， 

ibid，122， (1965)，161-170 ;M， W， Kies e ta¥" 

tbid.，122， (1965)148・160)0 Shooterは蛋白相

互を解離させる条件についてhemoglobina2β2 

鎖に対するPCMB濃度とNa+， pHの関係 (8MP

CMB中では解離はNa+濃度、 pHに関係なく、

4M中では左右きれるJを例にヲ|いて述べ、次
いで脳からの蛋白抽出に対するTriton の作用

機作について述べ、白鼠年令を追って抽出した

蛋自のdisc-eloctrophoresis像を示したが、

Triton-buffarでは0.32M薦糖抽出残溢から更
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に3.5%が抽出されるのみであってFolch-Pi

はTritonを用いずとも抽出液のpH，イオン強度

を変えて見る可きことを薦めた。 Lajtha は脳

蛋白代謝回転を考えるに際して、合成と分解の

両者を研究せねばならぬことを述べ、 Iysine 

標識蛋白がinvivoで分解きれて行く速度を示

し、牌、腎、肝よりは低いが脳ホモジエネート

にpH3.8とpH7.6にproteinase活性の山があり

この2つの酵素はG-I00Sephadexを用いて不

完全で、はあるが分割きれること、細胞劃分では

両酵素とも全劃分に分布するが1番mitochon-

driaに多く、蛋白合成の場microsome に少な

く。 mitochondria劃分を更に薦糖濃度勾配遠心

分劃を行うと酸性側の活性はIysosome相当割

分にアルカリ側のは所謂 $ynaptosome書IJ分に

集まることを述べた。 Ca*のみがアルカリ側σ

ものを賦活するが、その他の金属は阻害する。

インスリンを基質として調べると両酵素の切断

部位は異なること等を述べた。この両酵素特に

酸性側のものの生理的意義(蛋白代謝に於ける

役割)については更に研究を要すると考えられ

る。(参考文献:N. Marks & ALajtha. Biochem 

J.89， (1963)438-447;Idd.， Fed. Proc.， 23， 

1964) ， 230) Healdは脳phospho-proteinの燐

は serine-OHにester 結合していて、この燐

の動きとNa;K+の動きは時間当りにすると同

じorderであり、 phosphoproteinの細胞内分布

はmyelinとは異なる膜様構造に一致することを

述べた。但しこの分劃はincubation后の切片か

ら得たもので、遠心でmitochondriaの上、核の

下に来る。面白いことには新鮮材料からの場合

と異なりmyelinが遠心管底に、核が一番上に来る

彼は、神棚莫にphosphoprote inとこの燐酸回転

に関与する酵素系を備えた穴があってオイン通

過に関与すると想像している。(第2図)

=fl= 
質問に対し、 ATPaseとは別の系であらうこと

Mc I1wainのganglioside説との関係は判らぬ



こと phosphoinosideeの混在は検べておらぬ

ことを述べた。 Bogoch主に人脳からの可溶性

蛋白の抽出法と、 DEAE-cellulosecolumn上

の図形、 DEAE各分劃を更lこacrylamidegel 

泳動した際の図形を述べ、抽出に際して操返し

ホモゲナイズ一遠心の操作を行えは

%迄抽出きれること仁、D】EAE-cellulose-a抗crηy-

lami凶IIdegel泳動を組合はせると実に沢山の蛋

白が分離きれると強調した。(参考文献:s. 
Bogoch et a1.. Nature， 204， (1964)，73 -75)"尚

Bogochは、学習によって油虫の脳蛋白パター

ンが変はって来ると言う。 UngerはA.)神経組

織を刺戟すると、組織内蛋白の三次構造が変化

すること、 B.)蛋白質は動物から動物への情報

伝達(?)をする能力のあることのこ点を自らの

実験に基つ、いて述べた。 Aについては蛙坐骨神

経抽出液の後光度があらかじめ神経を電気刺戟

したものと対照では異ること、或は第3図の様

にして神経を電気刺戟するとその前后で後光度

が異なって来るが抽出液を蛋白変性の目的で尿

素処理した際の所見と似ていること等からこの

鐙光度の変化は線維内蛋白の構造変化に由来す

ると述べFolch-Pi等から液中のVit.B.， B2等

の変化ではないかとの質問があった。(参考文

献:G. Unger， & D. V. Romano， J.Gen Phys-

io1.，46， (1962)267-275) Bについてはmcrp-

hin耐性となった鼠の脳抽出物(アセトン抽出残

1駒

法を食塩水抽出、透折后水層から石炭酸で抽出

きれる物質でchymotrypsinで失活する。)を腹

腔内に注入された鼠は高率にmOrphin耐性を獲

得し、 actinomycinD投与は耐性を得にくくす

るというものであって、両実験共真にこれ等現

象が蛋白によって惹起されたという証拠が無く

特にBの問題では吸収の可能性を考えればむし

ろ低分子物質と思われる。

電借

1¥¥--1-ーネ倒神酷

11.リ1トー受えた月提言十周包ι

第3図

最後に、これはこのWovkISssionの特徴と

思われるが、座長Schmittが各演題について、

問題となったこと、これから問題となるであろ

うことを綜説して会を終了しました o

以主の講演、討議及ひ"Schmittの綜説を概観

しますと、神経組織興奮、伝導更に高次の脳機

能発現に関与するには特殊の蛋白群の存在が想

定きれます。 Schmitt等はMooreのS-100蛋白

をその1っと考え、 Moore(S-100 蛋自の抽出

単離)Levine (S -100蛋自に対する抗体作製)

Stengel (S-100蛋白の生合成) の共同実験を

企画したものと考えられます。以上の想定が今

後どの様に証明きれ発展して行くか大いに興味

のあるところであります。(以上)



SUND主主.!JUNE 27， 1965 

Introductory Rernarks: Ro1e of Work Sessions in the Context of the N. R. P. : 

Proposed Agenda and Ground Ru1es for this Work Session 

F. O. Schrnitt 

Ro1e of Protein in Bioe1ectric Phenornena 

A. Katcha1sky 

h110NDAY， J1JNE 28， 1965 

9 AM: MORNING SESSION. Chairrnan: A. L. Rubin 

1. Overview of Protein Pararneters in the Function of Neurons and 

the Brain F. O. Schrnitt 

1I. So1ub1e Proteins frorn Vertebrate Brains: Iso1ation， Characteri-

zation， Localization， and Interpretation of Funcion 

B. W. Moore . K. H. Stenze1 

L. Levine G. M. Ede1rnar. 

2 PM: AFTERNOON SESSION. Chairrnan: P. F. Davison 

III. AXONAL PROTEINS 

Squid Neuroproteins F. Huneeus-Cox 

IV. Proteins in Biogenesis and Metabolisrn 

B. S. Wenge:r: . M. Satake 

V. RNA Turnover in. Brain and Iso1ated Retina 

Y. Tsukada 

TUESDAY. JUNE 29， 1965・

9 AM: MORNING SESSION. Chairrnan: J. Folch-Pi 

V1. Isolation and Characterization of Proteins frorn Vertebrate Brains 

M. Kies . P. J. Hea1d 

E. Shooter . S. Bogoch 

A. Lajtha 

2 PM: AFTERNOON SESSION. Chairrnan: F. O. Schrnitt 
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Vll. Membrane Proteins， Excitation， and Information Processing 

G. Ungar 

VIll. Summation: Conceptua1ization of Major Protein Functions; 

Suggested New Experiments All Participants 

。今年度の神経化学懇話会は下記の如〈行われたが，今年度は9月始めに東京で行

われた国際生酒斗学会議に来日された外人学者を招いて特に1日講演会を闘いた。

第 8回神経化学懇話会

会長 塚田裕三(慶大教授)

日時昭和40年9月16日(木)・17日(金)・18日(土)

午前9時30分より

会 場 全共連ピル会議室

東京都千代間区平河町'2-7 電話但65)3111 
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第1日 9月16日(木)

外人招待語潰

9 : 30 外・ 1. “Protein spec ific itv and nervous functions" 

-F. O. Sch隅itt;Department of Biology， Massachusetts lnsti釦teof Technolo耳y，

Cambridge， Mass. U. S. A 

10 : 30 外・ 2. “Neurochemicalstudies in subcellular fract ions of fhe brain" 

-E. De Robertis ;lnstituto de Anatomia Generaly Embriologia. Facultad de Ciencias 

Medicas. Univers idad de Buenos Aires， Buenos Aires. Argentina. 

11:30 3，“The enzymic basis for the active transport Na+ and K十throughthe ce 11 membrane" 

-J. C. Skou. Universitet， Aarhus C， Denmark， 

12 : 00 -13 : 00 昼食(委員会)

13 :00 外.4，“Neurochemical correlates of behavior" 

-M. H. Aprison ;Department of Biochemistry， Indiana University 

Mdbical Center， Indianapolis， Ind， U. S. A. 

14: 00 外・ 5，岬Theeffect of psychotropic drugs on the metabolism of cerebral monoamines" 

-A. Pletscher; Medical Research Department， F. Hoffmann-La Roche Co. L凶.

Basle， Switzerland. 

15 : 00 -15 : 15 休憩

15 : 15 外・ 6. 帥Theinteraction of injected reserpine and dihydrophenylalanine or D -amphetamine on alectro-

ophysiological and behavioral responses in a conditioned situation in the cat" 

-K. F. Killa刑 Departmentof Pharmacology， Stanford Unwersity， School of M 

Medicine， PaloA1to， Calif. U. S. A. 

16 : 15 外・ 7，伸Trendsin developmental neurochemistry" 

Movie “Basic mechanism in neurophysiology" 

-J. P. Schαd告;Netherlands Central Institute for Brain Research， Amsterdam， 

The Nether lands. 

第2日 9月17日(金)

9:30 1.牛脳内アミノ化合物の同定E

….....・H ・-・・・金沢 彰.柿本泰男，公文明.武貞昌志.佐野勇(阪大.医，神経)

2.牛脳内アミノ化合物の同定N

……柿本泰男.金沢彰.清水宏俊.中島照夫，宮本英七，佐野勇(阪大.医司神経)

3~ 人脳内のシスタチニオン…...・H・.....・ H ・.....・ H・.....・ H・ H ・ H・..……清水宏俊，柿本泰男.佐野 勇(阪大、医‘神経)

10:30 4. トリプトファン水酸化酵素一一脳におけるセロトニン生合成酵素一一

・・ H ・H ・-・中村重信.市山 新.西塚泰美，早石修(京大.医.医化)

5~ 脳内アミノ i駿代謝に及ぼすフエニルアラニンの影響・・H ・ H ・....・ H・...・ H・....野口鉄也，塚田裕三(慶大.医.生理)
6:先天性代謝異常についての2.3の知見

.....・H ・-谷口和覧.西村健，中井健二.井田英乃夫(阪大.医，神経)

11 : 30 7. Infusion Methodによる脳アミノ酸蛋白代謝の研究・ H ・H ・...・ H ・H ・H ・.......・ H ・...・ H ・-渡辺昌裕(岡大.精神.医学)
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12 : 00-13 : 15 昼食(常任委員会)

13: 15総会

13:308.神経系の細胞核に関する研究一一分離と同定一-....・ H ・…....・ H ・...・ H ・-….."0藤尚彦.平陪(東大，医.精 神)

黒川正則(東大.医.脳研)

9~ 幼若ラッテ脳分離核におけるタンパ特成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・............……… …欄桂吉(新潟大.医.g菌研)
14: 15 10. モルモット脳からの核分画の調製と Polymerized DNAの抽出……....・H ・-…・森浩一(阪市大.医，神経)

11.家兎摘出網膜でのアミノ酸及び核酸の代謝・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..…'"・ H ・...・ H ・..........塚田裕三(慶大.医，生理)

松谷天星丸(東邦大.医.生理)

植村慶一(慶大.医.生理)

12プ白鼠別出交感神経節のアミノ酸輸送と活動電位...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..永田 豊、横井幸雄(東邦大.医.第2生理)

塚田裕三(慶大，医，生理)

15: 30-15休憩

15 : 45 13. (Na. K) -Adenosine Triphosphatase活性の細胞内局在一脳組織における特徴

…...・H ・.....・H ・"…黒川正則(東大，医ィ脳研)

坂本哲彦.加藤誠(東大.医.精神)

14*慢'性覚せい剤中毒マウス脳 ATPaseについて・ H ・H ・...・大須賀恒夫，清水俊郎.台 弘(群大.医，精神神経)

15.*マウス自発運動と脳内カテコールアミン…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..亀山 勉‘木皿憲佐(東北薬式.薬司薬品作用)

16プ脳アセチルコリンエステラーセ。の量的分布差及ぴ細胞学的局在部位に及ぽす電気

シヨヅクとストレスの効果...・H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・H 福田哲雄.松田良一(阪医大，神経精神科)

字川進逸ー藤家康敬.木原 隆(阪医大.第二解剖)

第3日 9月18日(土)

9 : 30 17.脳ミトコンドリアのADPの呼吸調節及ぴミトコンドリア内 PNの酸化還元に及ぼ

す M耳 イオン等の影響…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・-・岩本省司.木村潔(和歌山県医大，神経)

長井音次(和歌山県医大.第一生理)

18~ 脳ミトコンドリアの分離調整法について・H・H ・H・H・..……瀬田喜一郎，小沢和恵，半田 肇(京大.脳神経外科)

19.脳における NADの生合成とその代謝回転について...・H ・-・出口武夫.市山 新.早石 修(京大，医司医化)

10: 45 20.脳に於ける NAD代謝の特異性(特に肝臓との比較に於て)…'"・H ・..川合仁.鳩谷龍(京大.医，精神)

21.神経系の C 02 固定機構とその生化学的意義・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・-……....・ H ・.....・ H ・-成瀬浩(東大，神経)

H. Waelsch (Columbia大， 精神)

22. 自律神経系と肝の糖質代謝…・・ H ・H ・...・ H ・..……… H ・H ・H ・H ・H ・H ・.....・ H ・-島津孝.福田 葵(阪大司医ー三解剖)

12: 00-13: 30 昼食

13: 30 23.脳 Polyphosphoinositidesへの32p組入れについて
..…...日….日..…....…...

24.脳脂質に関する研究一一第一報:ニワトリの脳の成熟課程における脂質および脂酸
の推移Fー..…....・ H ・.....・ H ・....・ H ・...・ H ・..… H ・H ・-・相沢豊三，長谷川恒雄.加藤正弘.立沢 寧(慶大.相沢内科)

中沢恒幸.原洋二.猪股丈二(慶大.神経)

14: 30 25. 中枢神経組織内のフ。ローム化合物について・可 H ・H ・...… H ・H ・H ・....・ H ・...…....・ H ・..柳沢 勇(東邦大.医!生化学)

古川春寿(東大，医，栄養学)
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5: 00-15: 15休憩

5:1526.神経成長促進因子 Nerve Growth Promotin耳 Factor(NGF)の研究(その2)

.，.・ H・..・中沢恒三~.鈴木恵晴，壁島彬郎.小宮英靖.猪股丈二(慶大.神経)

27.脳リンタン自の研究.(皿)nativeなリンタンパク抽出のこころみ

…・小宮義王章.石川晋次(東大，医.o尚研.生化)

28プ脳 LDAアイソザイムの研究....・H ・-……伊藤斉.三浦勇夫.森文彦.舛沢郁二.三浦貞則(慶大.神経}

29. 髄液の媛塩基平衡に関する研究…...・H・..…田崎義~.佐野昇.大阪彰.鈴木玲子 t 東邦大‘医.阿部内科)

6: 30 綜合討論

*印 5分間演題

日米神経化学コンブエレンス

昭和40年10月11日より15日迄神奈川県大磯海岸大磯ロングピーチ

ホテルに於て 下g?，の様な演題につきコンブエレンスが行われた。

MONDAY， OCTOBER 11 

MORNING 

LIPIDS 

Chairrnan: Y. Tsukada 

9:30 The chernistry of rnye1in 

・・ J. Fo1ch-Pi 

10:10 Discussion 

10:30 Metabolisrn of brain phospholipids 

--K. Hayashi 

11:00 Discussion 

11:20 Break 

11:40 On the brain glycolipids 

--T. Yarnakawa 

12:10 Discussion 

Antigenic property of synthetic lipoprotein coロlplexconcerning a anti-

genicity of the nervous tis sue 

--T. Taketorni (Observer) 

185 



12:30 Lunch 

AFTERNOON 

AMINO ACID 

Chairrnan: M. G. Larrabee 

2:00 Arnino acid rnetabolisrn and its re1ation to brain functions. 

ー-Y. Tsukada 

2:30 Discussion 

2:50 Water and e1ectr01yte distribution in rnarnrna1ian retina. 

ー-A. Arnes， 111 

3:20 Discussion 

3:40 Break 

4:00 Genera1 Discussion for Lipids and Arnino Acids. 

5:00 A tl"Ia1 of gradient increasing supp1y rnethod of ordinary food to pheny1-

ketonul"Ic oligophrenia. 

--M. Kosaka (Observer) 

Studies on 0・hydroxy1aceticacid formation. 

__ K. Taniguchi (Observer) 

TUESDAY， OCTOBER 12 

MORNING 

AMlNO ACID AND PEPTIDS 

Chairrnan: J. Fo1ch-Pi 

9:30 Effect of arnino acids on g1ucose rnetabo1isrn iIi brain tissue. 

-
可
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10:00 Discussion 

10:20 Break 

10:40 Contro1 processes of cerebra1 arnino acid 1eve1s. 

-- A. Iajtha 

11: 20 Discussion 

11 :40 Is01ation and identification of g1utarny1 peptides in the brain. 

.綱 1.Sano 

12:20 Discussion 

Is01ation and identification of unknown basic dipeptides and arnino 

acid frorn bovine brain. 

12:30 Lunch 
-- Y. Kakirnoto (Observer) 

AFTERNOON 
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PROTEINS 

Chairrnan: H. Utena 

2:00 Protein biosynthesis in the brain tissue. 

ー- Y. Takahashi 

2:30 Discussion 

2:50 General Discussion for Arnino Acid and Proteins: 

Brain phosphoprotein， phosphokinase and their interaction in vitro. 

崎町 S. Ishikawa (Observer) 

Properties of ribosornes and ribosornal RNA frorn guinea pig brain 

cortex. 
-- Y. Kawakita (Observer) 

Biosynthesis and turnover of NAD in brain. 

WEDNESDAY. OCTOBER 13 

MORNING 

・・ O. Hayaishi (Observer) 

AMINES 

Chairrnan: T. Yarnakawa 

9:30 Biosynthetic rnechanisrns involved in the forrnation of noradrenaline. 

-- S. Udenfriend 

10:10 Discussion 

10:30 Studies on the isolated nerve-ending particles. 

-- M. Kurokawa 

11:00 Discussion 

11 :40 Monoarnirre rnetabolisrn in the avian nervous systern. 

ー- R. Takahashi 

12:00 Discussion 

12:30 Lunch 

AFTERNOON 

AMINES 

Chairrnan: S. Udenfriend 

2:00 The fate of catecholarnines in the adrenergic nervous systern and the 

brain. 

-- J. Axelrod 

2:40 Discussion 
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3:00 General Discussion for Arn.ines. 

Sorn.e properties of tryptophan-5-hydroxylase of brain. 

ー・ O. Hayaishi (Observer) 

Studies on the rn.etabo1isrn. of biogenic ern.ines. 

・・ T. Nagatsu (Observer) 

Metabo1isrn. of rn.onoarn.ines in rats with experirn.ental high blood 

pressure. 

-- M. Ozaki (Observer) 

The rn.etabolic fate of catechol derivatives. 

4:00 Recreation 

THURSDAY， OCTOBER 14 

MORNING 

ー- S. Senoh (Observer) 

ME・I・ABOLISM

Chairrn.an: 1. Sano 

9: 30 Changes in brain constituents induced by long terrn. adrn.inistration 

of rn.etarn.phetarn.ine. 

ー-H. Utena 
10:00 Discussion 

1Q:20 Break 

10:40 Secretions of the nervous systern. on adeny1 cyclase activity. 

-- E. W. Sutherland 

11:20 Discussion 

A note on the requirern.ent of cyc1ic AMP forrn.ation. 

ーー O. Hayaishi (Observer) 

11: 40 A ctivity rn.etabolisrn. in syrn.pathetic gang1ia. 

-- M. G. Larrabee 

12:20 Discussion 

Aluino acid rn.etabo1isrn. in excised cervica1 syロlpatheticganglion 

frorn. rat. 

ー- Y. Nagata (Observer) 

12:40 Lunch 
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AFTERNOON 

METABOLISM 

Chairrnan: E. W. Sutherland 

2:00 Metabolic structure at the cellular level. 

-・ O.H，Lowry 

2:40 Discussion 

3:00 Break 

3:40 General Discussion 

Protein synthetic activity of nerve cell perikaryon. 

岡田 M. Satake (Observer) 

CO2 Fixation rnechanisrn in brain tissue and its biochernical signi-

ficance. 

ー- H， Naruse (Observer) 

32 T • ~~32 
pJ~-Incorporation into brain rnicrosomal fraction frorn ATP 

ー- S， Hirano (Observer) 

ATP・Dependentcalciurn binding with brain rnicrosorne and nerve-

ending fraction. 

FRIDAY， OCTOBER 15 

MORNING 

ー- H， Yoshida (Observerl 

ROUND TABLE CONFERENCE 

Chairrnan: 0， H. Lowry 

"Contro1 and Regu1ation of Metabo1isrn in the N ervous Systern" 

9:30 arn， - 3:30 prn， 

Ciscussants: E. W. Sutherland， K. Hayashi 

3:50 prn. -5:00 prn. BUSINESS MEETING 

Chairrnan: y， Tsukada 
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The Narnes and Addresses of the Arnerican Participants 

for J apan-U. S. Neurochernistry Conference 

Narne ，md Tit1e 
Dr. Adelbert Arnes， III 
Research Associate 

Dr. Julius Axelrod 

Chief. Section on Pharrnaco1ogy 

Dr. Jordi Folch-Pi 
Professor of Neurochernistry， 
liarvard Medical School 

Dr. Abe1 Lajtha 

Assistant Professor of Biochernistry， 
Colurnbia University， Col1ege of 
Physicians and SurgeoJ;ls 

Dr. Martin Larrabee 
Professor of Biophysics 

Dr. Oliver H. Lowry 

Professor of Pharrn.aco1ogy 

Dr. Alfred Pope 

Profes sor of Neuropatho1ogy 

Dr. Ear1 W. Sutherland， Jr. 
Profes sor of Physio1ogy 

Dr. Sidney Udenfriend 

Chief， Laboratory of Clinica1 
Biochern.istry 

*Dr. Heinrich W ae1s ch 

Profes s sr of Biochern.istry 
C01urnbia University， Col1ege of 
Physicians and Surgeons 

* Organizer 

Address 

Departrnent of Bi010gica1 Chern.istry 

Harvard Medical Scho01 

Massachusetts Genera1 Hospita1 

Boston， Mas sachusetts 

Laboratory of Clinica1 Science 

Nationa1.Institute of Menta1 Health 
Nationa1 Institutes of.Hea1th 

Bethesda，恥d:aryland20014 

Mc Lean Hospita1 
Belロ1.0nt.Massachusetts， 02178 

New York State Research Institute for 

Neurochernistry and Drug Addiction 

Ward's Is1and 

New York， New York 10035 

Biophysics Departrn.ent 

Johns Hopkins University 

Baltirnore， Mary1and 20018 

Departrn.ent of Pharrn.aco1ogy 

Washington University 

School of Medicine 

St. Louis 10， Mo. 

Mc 1ean Hospital 

Be1rn.ont， Massachusetts， 02178 

Departrn.ent of Physi010gy 

Vanderbilt University， 

Scho01 of Medicine 

Nashville， Tennessee 

National Heart Institute 

Nationa1 Institutes of Hea1th 
Bethesda， Mary1and， 20014 

N. Y. State Psychiatric Institute 

722 West 168 Street 
New York， New York 10032 

The Narn.es and Addresses of the Japanese Participants 

for Japan-U. S. Neurochern.istry Conference 

Narne 

Dr. Kohei Hayashi 

Associate Professor 'o.f Biochernistry. 

Address 

Departrn.ent of Biochernistry， School of 
Medicine， Gunrn.a University， Maebashi. 
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Dr. Masanori Kurokawa 
Associate Professor of Biochem.istry. 

Dr. Isam.u Sano 
Associate Professor of Neuro-

psychiatry. 

Dr. Genkichiro Takagaki 

Associate Professor of Physiology. 

Dr. Ryo Takahashi 

Associate Professor of Neuro-
psychiatry. 

Dr. Yasuo Takahashi 

Associate Professor.of Biochem.istry. 

*Dr. Yasuzo Tsukada 

Professor of Physiology 

Dr.日iroshiUtena 

Professor of Neuropsychiatry. 

Dr. Tam.io Yam.akawa 
Professor of Chem.istry. 

* Organizer 

Brain Research Institute， Tokyo University， 
Tokyo. 

Departm.ent of Neuropsychiatry， School of 
Medicine， Osaka University， Osaka. 

Departm.ent of Physiology， School of 
Medicine， Keio University， T.okyo. 

Departm.ent of Neuropsychiatry， School of 
Medicine， Tokyo Medico-Dental University， 
Tokyo. 

Brain Research Institute， Niigata 
University， Niigata. 

Departm.ent of Physiology， School of 
Medicine， Keio University， Tokyo. 

Depart立lentof Neuropsychiatry， School of 
Medicine， Gunm.a University， Maebashi. 

Institute for Infectious L.iseases， Tokyo 
University， Tokyo. 

The Nam.es and Addresses of the Japanese Observers 

for Japan-U. S. Neurochem.istry Conference 

Nam.e Add1'esS 

Dr. Osarrru Hayaishi Departm.ent of Medical Chem.istry， School of 
Professor and Chairm.an of Biochem.istry Medicine， Kyoto University， Kyoto. 

Dr. Shusuke Hirano Departm.ent of Physiology， School of Medi .. 
Associate Professor of Physiology cine， Toho University， Ohm.ori， Tokyo. 

Dr. Shinji Ishikawa Brain Research Institute， School of Medi-
Assistant Professor of Biochem.istry cine， Tokyo University， Tokyo. 

Dr. Yasuo Kakim.oto Departm.ent of Neuropsychiatry， School of 
Assistant Professor of Neuropsychiary Medicine， Osaka University， Osaka. 

Dr. Kiyoshi Kataoka Departm.ent of Physiology， School of Medi-
Instructor cine， Kyoto University， Kyoto. 

Dr; Yukio Kawakita Departm.ent of Neuropsychiatry， School of 
Associate Professor of Neuropsychiatry Medicine， Osaka Municipal University， 

Osaka. 

Dr. Mutsutoshi Kosaka Departm.ent of Neuropsychiatry， School of 
Associ.ate Professor of Neuropsychiatry Medicine， Okayam.a University， Okayam.a. 

Dr. Yutaka Nagata Departm.ent of Physiology， School of Medicine 
Assistant Professor of Physiology Toho University， Ohm.ori， Tokyo. 

Dr. Toshiharu Nagatsu Department of Biochem.istry， Schoolof 
Associate Professor of Biochem.istry Dentistry， Aichi-Gakuin University， Nagoya. 

Dr. Hiroshi Naruse Departm.ent of Neuropsychiatry， School of 
Instructor Medicine， Tokyo University， Tokyo. 
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珍r..Masayori <>zaki 

Associate Profes担。r.of PharIllacology 

DepartIllent of PharIllacology， School of 
Medicine， Nagoya Municipal University， 
Nagoya. 

Dr. . Mei Satake 
. Profe音量orof BiocheIllistry 

Dr.ーShiro Seno 

Chief 

Dr. TaIllotsu TaketoIlli 

Instructor 

Dr. KaZUIlli Taniguchi 
Instructor 

Dr. Hiroshi Y oshida 

Brain Research Institute，. School of Medicine， 
Niigata University， Niigata. 

Division of Organic CheIllistry and Bio-' 
cheIllistry， The Institute of Food CheIllistry， 
Osaka. 

DepartIllent of CheIllistry， Institute for 
Infectious Diseases， Tokyo University， 
Tokyo. 

DepartIllent of Neuropsychiatry， School of 
Medicine， Osaka University， Osaka. 

Professor of PharIllacology & Bio-

cheIllistry 

DepartIllent of PharIllacology & BiocheIllis-
try， Institute ofHigher Nervous Activity， 
Schoolof Medicine， Osaka University， Osaka. 

開 ~ 

司

。下記の様な一般講演会が行われた

の

『脳のしくみ』講演会

昭和40年10月9日(土)午后1時-4時(12時半開場)

朝 日講堂(有楽町・朝日新聞東京本社6階)

辞 東京医大教授
原

日本学術会議会員

~ミ. 慶応義塾大学教授 塚 回
学術会議脳研連幹事

良R

裕

精神病とその化学 コロンピヤ大学教授
ハインリツヒ・ウエルシユ

ニューヨーク州立精神研究所
(メッセージ代読)

生 鋤 時 計

一位腺発育の神経輔ト

実験的精神病

ーヒロポン中毒の研究一

関 ~ミ. σ3 辞

米盟国立衛生研究所(N1 H) 
ジユリアス・アクセルロツド

主 任 研 究 員

群馬大学医学部教授 d口A 51.. 

東大名誉教授
小 111 鼎

日本学術会議脳研速委員長

主催:日本学術会議脳研究連絡委員会

後援:朝日新聞社
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O日米神経化学コンフエレンスのために来日された米国人学者を招いて下記の如き

公開講演会が聞かれた。

神経化学公開学術講演会

日時 昭和40年10月18日(月)午后1時より 5時迄

会場 日本都市センター講堂東京都千代田区平河町2-6 電話 265-3211

1:00 prn 1， Protein breakdown in the brain. 

1:45 

2:30 

3:30 

4:15 

2， 

3， 

-A. Lajtha; New York State Research Institute 

for Neurochernistry & Drug Addic-

tion， N. Y. 

The neura1 control in the rnetabolisrn of catecho1arnines and 

indolearnine s. 

-J. Axe1r od; N ationa1 Institute of Metrtal Health， 

N. 1. H.， Bethesda， Md. 

Chernical study of individual nerve cells. 

・O.H. Lowry; Washington University School 

of Medicine， St. Louis， Mo. 

休憩 1 5分間

4， 

5， 

Changes in the fine structure and the function of nervous 

tissue during oxygen and glucose deprivation. 

-A. Arnes， III; Massachusetts General Hospi-

tal， Boston， Mass. 

Phospholipid rnetabolisrn in active and resting syrnpathetic 

ganglion and in squid axones. 

-M. G. Larrabee; Johns Hopkins University， 

Baltirnore， Md. 
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米国生化学薬理学者講演会

日米文化交流のため来日される米国生化学、薬理学者を

招いて大阪大学主催により下記の講演会が開催された。

と き:昭和40年10月22日(金)

ところ:朝日生命ホール
(淀橋下車御堂筋を南へ約~OOm西側)

開会の辞 赤堀四郎

1) Neural control of catecholami ne and indoleamine metaholism. 

Dr. J. Axelrod (N. I.H) 

2) Phosphofructokinase and the control of glycolysis. 

Dr. O. H. Lowry. (Washington Univ. St. Louis. ) 

3) Relation of cyclic AMP to hormone action. 

Dr. E. W. Sutherland. (Vanderbild Univ. ) 

4) Biosynthesis of coIlagene hydroxyproline 

Dr. S. Udenfriend. (N. L H) 

閉会のif--F 今泉礼治
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第8回神経懇話会を終って

今年の秋は、例年になく集会の多い多忙な明

け暮れでした。 9月の国際生理学連合の前ぶれ

は、すでに8月に来日した外国学者達をかこん

での小集会ではじまり、寧日とでなく 9月16

日からの神経化学懇話会で終止符が打てたのな

らよろしいが、 10月11日からの大磯での日米神

経化学会議と、その前後の東京と大阪での講演

会が待っていました。私は外国のある知人に、

集会と外入学者にvergiftenしている“と書き

送ったら、"のぞ、むらくばSuchtが発生しない

ように"との返事でした。

10月は快晴の日和がつゾき、スライドのため

の暗幕で遮蔽された部屋に坐っているのが残念

なくらいでしたが、 9月10日と16日に襲った隣

風は全国的に影響をもたらし、懇話会の出席者

が例年より少なかったのも、交通網の麻捧によ

ったものでしょう。

第8回の懇話会は塚田会長のお骨折りのもと

に全共通ビルで開催されました。例年とちがっ

ていたのは16日まる一日を外人講演会とした点

で、国際生理学連会に出席のため来日中の7氏

の講演が行なわれました。例年外人の講演は評

判がわるかったのですがそれはわれわれがよく

知っている演者の仕事の総説が多かったからで

今年もその傾向なきにしも非ずでしたが、「総説

無用、未発表の最近のデータを』という注意を

与へておいた人は、素直に総説は取止めてくれ

ました。それだけに生地が出て、討論も活援で

あったのはよろこばしいことです。

17日と18日は日本人のみの発表会で、一般演

題16篇と 5分間演題13篇が報告きれました。い

ずれも力作ばかりで、持聴しているのが苦しい

ぐらい完備しているのですが、ある聴衆の一人

が、“あまりに整いすぎていて荒けずりのエネネ

ルギーとか潜在しているポテンシャルとかがう

かがえず、肉感にとぽしい"と漏らしていまし

た。たしかにそんなところもあったようで警戒
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すべきだと思います。しっかり栄養をつけて来

年からは余力の感じ取れる仕事を発表したいも

のです。

討論が活溌で隔意のないのはこの懇話会の特

徴で、仲間同志の「かかり稽古」のような切瑳

琢磨が毎年繰返へきれ、他の学会の会員からも

うらやまれているのですが、ともすれば遠慮が

なきすぎて、「無作法」というところまで行って

しまうのはお互いに反省すべきでしょう。そう

いう私のグループが一番よく犯行をおかしてい

るので、来年からは、討論はあくまで「応接間J

でのやりとりにして、「台所』まで立ち入つての

暴言は厳につ、しむよう申合はせています。

会期中の常任委員会で、懇話会を正式な学会

にすることの可否が論ぜられました。かつては

私はこれに全面的に反対したのですが、学会に

した方が会の前途のために有利であるのならそ

れも結構なことだと，思います。学会になったか

らといって、この会の8年にわたって作り出さ

れた雰囲気や方針が、もはや影響をうけること

もないでしょう。水準を高くたもち、討論に時

間的余猶をもたせるための演題選択は、今後も

ますます良心的かつ慎重に行なわれねばなりま

せん。

来年の第9回は、大阪で開催さることに決定

し、私が会長に選ばれましたが、丁度委員会か

ら席をはずしていた時の出来事で、致し方なく

お引受けすることにしました。しかし別に変っ

た趣好を考へているわけでなく、例年の様式で

一層内容の充実したものにしたいと思います。

成功か否かはひとえに発表演題の内容によって

規定されるわけですから、会員の皆様方のお仕

事の進歩をお祈りするのみです。

私は塚田会長、永田博士らが第8回懇話会の

運営のみならず、 10月の日米神経化学会議とそ

れにともなう講演会の準備と運営などに、絶大

な尽力をされているのを拝見していました。髄



分な御苦労であったわけで、心からおねぎらい

したいと存じます。また懇話会の前日、箱根で

催された神経薬理の会を主催された小林教授に

も、この紙面を借りて厚くお礼申上ます。

いよいよたけなわの秋、書斉と研究室に、静

かに立てこもりたいものです。そして来年、ふ

たたぴ皆様と大阪でお目にかかれる日をたのし

みにしています。

一語集後記一

国際生理学会，神経化学懇話会，日米神

経化学懇話会及ぴそれらに関連した外人講

演会等，今秋は例年にない国際的な学会の

多い年で，多忙な日々を過しました。やっ

と今台風の様に過ぎ去っだしばし放心の気

分になりましたが，又新たな気持で学会で

得た知識を糧として明日の研究の発展の為

に努力を続けて行かねばなりません。ちな

みに神経化学に関係ある諸講演のプログラ

ムをのせました。

神経化学研究施設の紹介の第3回として

は.Texas大学に留学中の阪市大，山上先

生の興味あるお話Lをお送りいただき掲載

致しました。

又今初夏.M.I .T.でおこなわれたNR

PのWork Sessionに出席された新大・脳

研の佐武先生の御報告を収録致しました。

なお，第8囲神経化学懇話会についての印

象記を佐野先生より特に御寄稿いただきま

した。諸先生の御協力を感謝致します。

(永田記)

語集委員 (ABCJ順)

竜

浩

良

一
肘
鰍
繍

川北幸男

佐野 勇

高橋康夫

高坂睦年

佐藤傍男

塚田裕三

黒川正則

高垣玄吉郎

宇尾野公義
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